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～最強・最長の大寒波の中でも、いつも笑顔で～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 今回初めての能登支援です。被災から 2 年が経ちますが、道がガタ

ガタしているところも多く、更地もたくさんありました。新しくできた

お店もあり、少しずつ、ゆっくりと、復興しているのを感じています。

火曜日以降は、やなぎだハウスの支援と通院支援に入りました。最強

寒波の影響で、一面雪だらけ、積雪も多かったです。初めての被災地

支援、緊張や不安もありましたが、あたたかく迎えて頂き、なかまと一

緒に雪かきをしたり、仕事をしたり、かけがえのない日々となりまし

た。この出会いを大切にし、今後どうしていくか考えていきたいと思

います。 

                （篠山舞優 東京・かがやけ第２共同作業所）  

  

 

協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

 数年に一度の大寒波！ 2 年間の支援活動の集大成に能登の冬の厳しさを体

験した一週間でした。能登支援は 3 月で終了となる予定ですが、決して支援の

必要性がなくなった訳ではありません。残った課題に向けて、これからを地元の

皆さんたちが時間をかけて歩んで行くことになります。形を変えて引き続き応

援して行きたいです。能登の活動を通して多くの人たちとの出会いに感謝で

す。能登の自然の素晴らしさと人の温かさはこれからも変わらない事でしょう。

温泉最高！ お魚美味しい！ 能登牛別格！ 能登が好きです！ ありがとうご

ざいました。                （岩山みどりDX 神奈川・夢 21上星川） 

 

 

夢かぼちゃの、さおり

さん、みさきさん。 

刺繍フキンづくりを 

しています。 

能登の酒を飲み、 

夜は更けていった 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
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～いつまでも能登と共に「やわやわと」歩き続ける～ 

 

今回２回目の支援に入りましたが、最強寒波の影響で雪の中での支援でした。三浦半島の温か

い所からの参加でめったに見ることのない雪。正直車の運転をして人を乗せての支援ができるか

心配でしたが、やれば何とかなるのだということを実感しました。２年たっても変わらない問題は

横たわっています。特に人出不足の問題は能登ではより一層深刻であることを実感しました。今

回個人支援を中心に担う中で、交通機関の絶対的な不足を感じました。JDF の支援が撤退した

ら、どうなるのか不安を感じつつ、今できることをしたいと思った今回の支援でした。 

（海原泰江 神奈川・社会福祉法人あまね） 

 

私達は、能登の地で時間を紡いで暮らしておられる人達の、一週間というほんのひとときをお

手伝いさせてもらっています。「こんな生活をされているのか」という義憤に駆られるような思い

をすることがあります。ただ、できるだけ客観的に捉えようとしたとき、「これは被災地でより鮮明

になっているけどそもそも横たわっていたことでもあるのでは」と思います。利用料負担や交通イ

ンフラのために利用控え、少子高齢化による社会資源の先細り…。全国どこの地でもあることで

す。状況を好転するためにどうしたらよいか…わかりません。まずは同じ思いの人で繋がること

なのかな。 

（金田圭二 神奈川・はぐるまの会） 

半年ぶりの能登支援でやなぎだハウスへ支援に入りました。今季最強寒波ということもあり積雪

と路面凍結で慣れない雪道走行に不安と苦戦をしながら貴重な経験をさして頂きました。やなぎ

だハウスも前回コンクリート土間であった部分が室内になっていて、作業中も暖かくなり仲間の顔

もすごくやわらかくなったように感じました。人生初の雪かきも経験。またできる日がくるかな？

門前町の夢かぼちゃさんにも訪問させて頂き、ぜったい買いたかった「えちゃけ」な缶バッチ購入。

また能登の皆さまとつながれて幸せでした。けど雪道の運転は「はぁ〜ちきねぇ」 

I LOVE YOU ALL                       （金平智史 高知・あゆみ共同作業所） 
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